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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） はい どちらともいえない いいえ 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか

療育内容の質を保つためにできる限り１０名程度にしてい

ます。また感染症対策として密にならないように分散して

行っています。

19 　 　
感染対策の視点からも今後も密を避けて十分な療育スペース

を確保していきます。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか
指定基準以上の人員は配置しており、インストラクター等

の有資格者も配置しております。
17 2 　

今後も発達障がい等の研修を継続して行い、専門性の向上に

努めて参ります。また、スポーツインストラクター等の専門

性を活かしながら、情報発信や保護者様への共有にも取り組

んでまいります。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリアフリー化の配慮が適切

になされているか

事業所内は段差がなく、車椅子でも利用可能となっていま

す。また、視覚支援としてその日のスケジュールの掲示な

どをさせて頂いています。

14 5 　

事業所出入口のドアの広さや、トイレのドアや空間など車椅

子でも余裕を持って利用出来るようバリアフリー化に配慮し

ています。

4
生活空間は清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、子どもたち

の活動に合わせた空間になっているか

毎日の療育後に送迎車及び事業所の消毒の徹底と清掃、最

新の空気清浄機の導入をしています。
19 　 　

今後も清潔な環境を保つよう継続すると共に、スポーツのプ

ログラムが十分に実践できる空間になっております。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）への職員の積

極的な参画

事業所内、事業所間での定例ミーティングで業務改善の報

告検討をしています。
今後も継続して参ります。

6 第三者による外部評価を活用した業務改善の実施
第三者による外部評価の実施と、それに基づく改善点を事

業所全体で共有し課題の改善を行っています。
今後も継続して参ります。

7 職員の資質の向上を行うための研修機会の確保

個人で研修に参加した場合は伝達研修も行っております。

また定期的に障がい特性に関する研修なども計画し行って

おります。

今後も継続して参ります。

8
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、児童発達支援計画

又は放課後等デイサービス計画が作成されているか

利用開始時に聞き取りをさせていただき相談支援事業所の

サービス利用計画に基づく計画を作成しています。
18 1 　

モニタリングの際には保護者様のご意見を取り入れて個別支援計画

を作成、修正しております。その上でニーズに合ったプログラムを

ご案内して参ります。

9 活動プログラムが固定化しないよう工夫されているか
個々の身体機能や運動経験を十分に考慮し、スポーツを楽

しめるようなプログラム内容を計画し実施しています。
16 3 　

スポーツプログラムとして、個々の運動機能や身体能力に応じて柔

軟に取り組んで参ります。４月以降に、スポーツダンスとして表現

活動を楽しむプログラム枠を増やす予定です。

10
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない子どもと活動する機会があ

るか
現在行っておりません。 6 7 6

感染状況を鑑みて、支援に必要なことがありましたら実施し

ていきます。

11
児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計画には、子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で必要な支援内容が適切に設定されているか

様式や文言の見直しを行い、より具体的な支援内容が書け

るようになるよう順次変更しております。
18 1 　 今後も継続して参ります。

12
児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われている

か

週ミーティングで個別支援計画の見直しが必要か検討した

りそれにあった支援ができないか話し合いをしています。
19 　 　 今後も継続して参ります。

13
支援開始前における職員間でその日の支援内容や役割分担についての確認の徹

底

毎日職員間でミーティングを行い活動内容と役割分担につ

いて確認しています。
今後も継続して参ります。

14
支援終了後における職員間でその日行われた支援の振り返りと気付いた点など

の情報の共有化

毎日、療育終了後に振り返りの共有を行うと共に、改善点

や課題を次の療育プログラムに活かしていけるよう常に意

識して情報共有しています。

今後も継続して参ります。

15 日々の支援に関しての正確な記録の徹底や、支援の検証・改善の継続実施
毎日その日のうちに記録をしています。またミーティング

にて支援について検討し、見直しをしております。
今後も継続して参ります。

16
定期的なモニタリングの実施及び児童発達支援計画又は放課後等デイサービス

計画の見直し

半年毎に時期が来ましたら、計画の見直しを行っておりま

す。
今後も継続して参ります。

17 支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明がなされたか 利用開始時に一通り説明させて頂いています。 18 1 　 今後も継続して参ります。

18
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題につい

て共通理解ができているか

システムにて共有や送迎時のお声掛け、当日の様子を写真

で伝えさせて頂いております。
18 1 　

日々の活動の様子をハグシステムで保護者様と共有しながら、お子様の成

長を感じて頂けるよう、今後も継続して提供して参ります。その他気にな

ることがあればいつでもLINE等でご連絡ください。

19 保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援が行われているか
個別にご相談いただいた内容に基づき、必要に応じて可能

な限りさせて頂いております。
14 5 　

モニタリングにおいて保護者様のご意見の詳細をお聞きするように

いたします。その他面談はご要望があった場合には別途実施し、助

言していくようにいたします。

20
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により保護者同士の連携が支援

されているか

保護者会開催を予定しており、保護者同士の連携や活動の

支援ができるような内容を計画しています。
6 5 8

感染状況を鑑みて、今後も不定期で実施できるように計画すると共

に、zoomなども取り入れながら連携等の支援を行なっていきたい

と思います。

21
子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、子ども

や保護者に周知・説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか

保護者様に頂いたご意見につきましては迅速にミーティン

グで共有し、可能な限り対応、改善させて頂いておりま

す。

15 4 　

全体のご利用者様のニーズに基づき時間帯や活動内容を設定してお

りますが、可能な限り個々の要望にも配慮して対応していくように

して参ります。

22 子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされているか

療育内容については当日にシステムで情報伝達しておりま

す。個別の相談や緊急事項などは電話やLINEも併用してお

ります。

16 3 　 保護者との意思の疎通や情報伝達を行うために、今後も電話

や面談等の機会を設けて配慮していきたいと思います。

23
定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や

業務に関する自己評価の結果を子どもや保護者に対して発信しているか

毎月の事業所ニュースの発行や、SNSにて情報を発信させ

て頂いております。
19 　 　 今後も継続して参ります。

24 個人情報に十分注意しているか

職員間でも情報の取り扱いについては厳しく管理しており

外部に持ち出さないようにしております。また、写真につ

いても契約時に利用の範囲を確認しております。

16 3 　 今後も継続して参ります。

25
子どもの状況に精通した最もふさわしい者による障害児相談支援事業所のサー

ビス担当者会議へり参画
必要に応じて参加しています。 今後も継続して参ります。

26

児童発達支援事業所からの円滑な移行支援のため、保育所や認定こども園、幼

稚園、小学校、特別支援学校（小学部）等との間での支援内容等の十分な情報

共有

必要になった場合に実施しています。 今後も継続して参ります。

27
放課後等デイサービスからの円滑な移行支援のため、学校を卒業後、障害福祉

サービス事業所等に対するそれまでの支援内容等についての十分な情報提供、
現在該当者がいません。 事例が出た場合は、情報提供を迅速かつ正確に行います。

28
児童発達支援センターや発達障害者支援センター等の専門機関と連携や、専門

機関での研修の受講の促進
必要に応じて連携しており、研修にも参加しております。 今後も継続して参ります。

29 事業所の行事への地域住民の招待など地域に開かれた事業の運営
事業所が活動するフィールドが郊外にあり当該の地域住民

の方との交流を心がけています。
今後も継続して参ります。

30
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアルを策定し、保

護者に周知・説明されているか

各種マニュアルを作成させて頂いておりますが、まだ周知

が徹底できていない部分があります。
13 6 　

今年度は避難訓練実施報告とあわせて非常災害対策計画をシ

ステムにて公開しております。順次、他のマニュアルなども

システムにて公開する予定としております。

31
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要な訓練が行われてい

るか

今年度も当日利用のお子様と一緒に避難訓練を行うなどの

訓練を予定しています。
12 7 　

実施日の予定や内容など、保護者様への情報共有を行なって

いきます。

32 虐待を防止するための職員研修機の確保等の適切な対応
伝達研修などを用いて社内にて定期的に実施しておりま

す。
今後も継続して参ります。

33

やむを得ず身体拘束を行う場合における組織的な決定と、子どもや保護者に事

前に十分に説明・・了解を得た上での児童発達支援計画又は放課後等デイサー

ビス計画への記載

契約書に記載しており、契約時にも説明を行っておりま

す。事実があった場合は速やかに保護者へ説明を行ってお

ります。

今後も継続して参ります。

34 食物アレルギーのある子どもに対する医師の指示書に基づく適切な対応

アレルギーを持っているかどうか利用開始時に聞き取りを

行い、システムによりアレルギーのあるお子様が利用の日

には見逃さないよう表示されるようになっております。

今後も継続して参ります。

35 ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内での共有の徹底
事例が出た時点で作成し、迅速に社内全体で共有し、改善

及び防止策を検討しております。
今後も継続して参ります。

36 子どもは通所を楽しみにしているか

毎月子どもたちの状況や季節、フィールドが活かせるよう

なプログラムをチーム全体で計画し、お子様が楽しめるプ

プログラムを提供するよう努めております。

17 2 　

定期的にプログラム内容や時間帯を見直し、ご利用者様の興

味やニーズに合ったプログラムが実施できるように努めて参

ります。

37 事業所の支援に満足しているか

Dスカウトなど、春夏冬の長期休みの際には特別プログラム

を実施したり、スポーツ事業所の特色を活かしながら楽し

めるプログラムも職員間で話し合い決めています。

18 1 　

今後も職員研修を充実させ、専門性の向上に努め支援の質を

向上を心がけると共に、支援に満足して頂けるよう保護者様

のご要望や子ども達の成長過程を大切に受け止めていきたい

と思います。

満足度

適切な支援の提供

保護者への説明等

関係機関との連携

非常時等の対応

2022年度児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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